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[目的]

シークヮーシャーは柑橘類の一種で沖縄県の特産物である。今日、この果実は生食に加

えジュースや酒などへ使われている。ペクチンは食品工業において、特にジャムやゼリー

のゲル化剤、安定剤などとして利用されているが一般的に柑橘果実、リンゴ絞りかすなど

がその原料となっている。

我々は簡便な手順、高い収率でシークヮーシャー果皮からペクチンを抽出した。ここで

はシークヮーシャー果皮から抽出したベクチンの分離、同定について報告する。

[方法]

沖縄県大宜味村で収穫したシークヮーシャー果実を実験に用いた。果皮は通風乾燥して

粉砕後 0.05MHClに分散させ、 85'Cで 1時間撹持し多糖を抽出した。抽出した多糖の全糖

量、ウロン酸含量、灰分、及び分子量はそれぞれフェノール硫酸法、カルパゾール硫酸法、

直接灰化法及び高速液体クロマトグラブィーにより求めた。構成糖の同定は酸加水分解

(100'Cで 3時間)を行い液体クロマトグラフィーにより行った。旋光度及びIRスペクト

ルは DIP-180及び Bio-Rad Merlinを用いて測定した。 lH-および 13C-NMRスペクトルは

JNM-α500を用いて測定した。

[結果]

シークヮーシャー果皮から抽出された多糖の収率は 2.6%であった。全糖、ウロン酸、灰

分、及び水分はそれぞれ、 88.0%、78.0%、4.7%、及び 7.2%で、旋光度は 25
0

Cで+0.149
0

であった。液体クロマトグラフィーにより、 D-GalA， D-Gal、L-Ara、L-Rha、D-Glcおよ

びD-Manを同定し、そのモル比は各々、 100: 9.20 : 1.34 : 1.02 : 0.88 : 0.78であった。分

子量はおよそ 6.8X104と算出された。抽出多糖とそれをケン化した多糖の赤外吸収スペク

トルと 1H-及び 13C-NMRスベクトルを測定した結果、標品のペクチンとよい一致を示し

た。以上の結果からシークワーシャー果皮から抽出した多糖はベクチンであると同定した。
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